
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
（
Ｉ
Ｊ
）

ヘ
ッ
ド
の
理
解
を
助
け
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
連
載
の
３
回
目

は
、多
様
な
吐
出
方
式
の
う
ち
、

プ
レ
ー
ヤ
ー
が
多
い
ピ
エ
ゾ

ヘ
ッ
ド
に
着
目
し
、
メ
ー
カ
ー

各
社
の
特
徴
を
伝
え
る
。

◇
◇
◇

ピ
エ
ゾ
ヘ
ッ
ド
を
開
発
・
生

産
・
外
販
販
売
し
て
い
る
メ
ー

カ
ー
は
、
コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
、

東
芝
テ
ッ
ク
、
Ｓ
Ｉ
Ｉ
、
Ｘ
Ａ

Ａ
Ｒ
、
富
士
フ
イ
ル
ム
（
Ｆ
Ｕ

Ｊ
Ｉ
Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ｍ 

Ｄ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｔ

Ｉ
Ｘ
）、
京
セ
ラ
、
リ
コ
ー
、

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
（
コ
ニ
カ
ミ
ノ

ル
タ
が
買
収
）、
エ
プ
ソ
ン
、

ブ
ラ
ザ
ー
工
業
（
順
不
同
）
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
Ｏ
Ｃ
Ｅ
や
Ｈ
Ｐ
も
ピ

エ
ゾ
ヘ
ッ
ド
を
持
っ
て
、
自
社

製
品
に
搭
載
。
紀
州
技
研
も
ピ

エ
ゾ
ヘ
ッ
ド
を
持
っ
て
い
る
と

発
表
し
て
い
ま
す
。

【
Ｘ
Ａ
Ａ
Ｒ
】

英
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
に
拠
点
を

置
く
ヘ
ッ
ド
業
界
の
老
舗
企

業
。
日
本
企
業
が
ヘ
ッ
ド
開
発

に
本
格
参
入
す
る
ま
で
は
米
Ｓ

Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
Ｒ
Ａ
（
そ
の
後
富
士

フ
イ
ル
ム
が
買
収
）
と
勢
力
を

二
分
し
、
２０
年
ほ
ど
前
に
中
国

で
溶
剤
イ
ン
ク
の
大
判
プ
リ
ン

タ
が
成
長
発
展
し
始
め
た
頃
、

「
Ｘ
Ｊ
１
２
８
（
１
２
８
ノ
ズ

ル
）」
は
デ
フ
ァ
ク
ト
の
ポ
ジ

シ
ョ
ン
を
誇
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
そ
の
後
、
基
本
技

術
を
ラ
イ
セ
ン
ス
し
た
日
本

メ
ー
カ
ー
３
社
が
多
ノ
ズ
ル

（
５
０
０
ノ
ズ
ル
）
や
高
精
細

（
７
㌰
㍑
・
多
階
調
）
な
ど
の

高
性
能
ヘ
ッ
ド
を
開
発
し
競
合

に
な
り
ま
す
。
そ
の
後
、
Ｘ
Ａ

Ａ
Ｒ
は
さ
ら
に
イ
ン
ク
循
環
が

可
能
な
ヘ
ッ
ド
を
開
発
し
、
分

離
し
や
す
い
顔
料
を
多
量
に
含

む
イ
ン
ク
を
吐
出
で
き
る
セ
ラ

ミ
ッ
ク
タ
イ
ル
へ
の
プ
リ
ン

ト
で
再
び
市
場
を
席
巻
す
る
な

ど
、
競
合
他
社
と
の
競
争
は
激

化
傾
向
に
あ
り
ま
す
。現
在
は
、

素
性
の
難
し
い
イ
ン
ク
が
撃
て

る
循
環
方
式
の
特
徴
を
活
か
し

て
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
な
ど
に
展
開

を
模
索
中
で
す
。

【
コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
、
Ｓ
Ｉ

Ｉ
、
東
芝
テ
ッ
ク
】

Ｘ
Ａ
Ａ
Ｒ
の
基
本
特
許
の
ラ

イ
セ
ン
ス
を
受
け
て
ヘ
ッ
ド
の

開
発
を
始
め
た
日
本
企
業
３
社

で
す
。
コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
は
小

液
滴
か
ら
大
液
滴
、
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ン
ク
種
へ
の
対
応
な
ど
非

常
に
幅
広
く
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
品
ぞ
ろ
え
が
特
徴
で
す
。
安

価
な
サ
ー
ド
パ
ー
テ
ィ
ー
イ
ン

ク
で
も
壊
れ
ず
に
撃
て
る
と
い

う
こ
と
で
、
Ｘ
Ａ
Ａ
Ｒ
の
後
、

中
国
を
席
巻
し
ま
し
た
。
現
在

は
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
の
ヘ
ッ
ド
部

門
を
買
収
し
、
次
世
代
の
「
Ｍ

Ｅ
Ｍ
Ｓ
ヘ
ッ
ド
」
の
開
発
も
加

速
さ
せ
て
い
ま
す
。

Ｓ
Ｉ
Ｉ
は
小
液
滴
高
精
細
を

あ
え
て
狙
わ
ず
、
中
液
滴
以
上

で
ヘ
ビ
ー
デ
ュ
ー
テ
ィ
ー
な
工

業
用
を
指
向
し
て
い
ま
す
。
Ｘ

Ａ
Ａ
Ｒ
が
先せ

ん
べ
ん鞭
を
つ
け
た
イ
ン

ク
循
環
方
式
も
取
り
入
れ
、
セ

ラ
ミ
ッ
ク
や
段
ボ
ー
ル
な
ど
、

稼
働
環
境
の
厳
し
い
分
野
に
勢

力
を
伸
ば
し
て
い
ま
す
。

東
芝
テ
ッ
ク
は
逆
に
、
参
入

当
初
か
ら
７
㌰
㍑
で
８
階
調
と

い
う
高
精
細
を
指
向
し
て
い
ま

す
。
前
２
社
と
は
異
な
り
水
系

イ
ン
ク
に
は
対
応
し
て
い
ま
せ

ん
が
、
油
性
イ
ン
ク
を
使
用
す

る
高
速
オ
フ
ィ
ス
用
プ
リ
ン
タ

に
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
富
士
フ
イ
ル
ム
（
Ｆ
Ｕ
Ｊ

Ｉ
Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ｍ 

Ｄ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ

Ｘ
）】ＳＰ

Ｅ
Ｃ
Ｔ
Ｒ
Ａ
（
Ｆ
Ｕ
Ｊ

Ｉ
Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ｍ 

Ｄ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ

Ｘ
と
改
名
）
を
買
収
し
た
も
の

で
、
か
ね
て
よ
り
ス
テ
ン
レ
ス

の
ノ
ズ
ル
プ
レ
ー
ト
で
高
耐
久

を
う
た
っ
て
い
ま
し
た
（
Ｘ

Ａ
Ａ
Ｒ
の
ノ
ズ
ル
は
ポ
リ
イ

ミ
ド
）。
そ
の
後
、
富
士
フ
イ

ル
ム
の
買
収
で
資
金
を
得
て
、

西
海
岸
拠
点
で
着
手
し
て
い

た
「
Ｓ
Ａ
Ｍ
Ｂ
Ａ
」
と
い
う
名

称
の
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
ヘ
ッ
ド
の
開
発

を
加
速
、
富
士
フ
イ
ル
ム
の
Ｉ

Ｊ
印
刷
機
「
Ｊ
ｅ
ｔ
Ｐ
ｒ
ｅ
ｓ

ｓ
７
２
０
（
７
５
０
）」
に
搭

載
さ
れ
、
１
２
０
０
ｄ
ｐ
ｉ
の

高
精
細
を
実
現
し
ま
す
。
当
初

は
Ｊ
ｅ
ｔ
Ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｓ
専
用
で

し
た
が
現
在
は
外
販
も
し
て
お

り
、
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
Ｒ
Ａ
時
代
か

ら
継
承
し
た
ス
テ
ン
レ
ス
ノ
ズ

ル
の
製
品
群
と
併
せ
て
幅
広
い

商
品
群
を
誇
り
ま
す
。

【
京
セ
ラ
】

１５
年
ほ
ど
前
に
ミ
ヤ
コ
シ
の

連
帳
機
「
Ｍ
Ｊ
Ｐ
６
０
０
」
に

採
用
さ
れ
て
以
来
、
大
き
な
存

在
感
を
示
し
て
い
ま
す
。
４
つ

の
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
一
体
化
し
、

６
０
０
ｄ
ｐ
ｉ
で
２
５
０
０
以

上
の
ノ
ズ
ル
数
が
あ
り
、
か
つ

多
階
調
と
、
最
初
か
ら
明
確
に

ワ
ン
パ
ス
で
の
プ
リ
ン
ト
を
指

向
し
た
設
計
で
業
界
に
イ
ン
パ

ク
ト
を
与
え
ま
し
た
。そ
の
後
、

そ
れ
を
ス
キ
ャ
ン
方
式
で
使
う

イ
タ
リ
ア
メ
ー
カ
ー
の
テ
キ
ス

タ
イ
ル
機
に
採
用
さ
れ
、
当
該

分
野
で
も
大
き
な
シ
ェ
ア
を
獲

得
し
ま
し
た
。
水
系
や
Ｕ
Ｖ
な

ど
幅
広
い
イ
ン
ク
に
対
応
し
、

最
近
は
１
２
０
０
ｄ
ｐ
ｉ
や
循

環
方
式
も
リ
リ
ー
ス
し
て
い
ま

す
。【リ

コ
ー
】

日
立
工
機
の
情
報
機
器
部
門

を
買
収
し
た
際
に
、
日
立
サ
イ

ド
が
保
有
し
て
い
た
ヘ
ッ
ド

と
、
リ
コ
ー
が
開
発
し
た
「
Ｊ

ｅ
ｌ
Ｊ
ｅ
ｔ
」
プ
リ
ン
タ
に
搭

載
さ
れ
て
い
る
ヘ
ッ
ド
の
２
系

統
を
保
有
し
、
顧
客
の
使
用
目

的
に
応
じ
て
外
販
し
て
い
ま

す
。
旧
日
立
工
機
系
統
の
ヘ
ッ

ド
は
、
当
初
か
ら
高
温
の
ホ
ッ

ト
メ
ル
ト
材
料
を
射
出
す
る
３

Ｄ
プ
リ
ン
タ
に
採
用
さ
れ
る
な

ど
、
工
業
用
を
強
く
意
識
し
た

設
計
思
想
が
背
景
に
あ
り
、
Ｕ

Ｖ
イ
ン
ク
が
急
速
に
普
及
す
る

過
程
で
そ
れ
を
追
い
風
に
し
て

事
業
を
拡
大
し
て
き
ま
し
た
。

Ｊ
ｅ
ｌ
Ｊ
ｅ
ｔ
向
け
ヘ
ッ
ド
は

水
系
イ
ン
ク
に
特
化
し
て
い
ま

す
が
低
価
格
で
オ
フ
ァ
ー
で
き

る
強
み
を
持
っ
て
い
ま
す
。
最

近
は
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
技
術
に
も
投
資

し
次
世
代
に
向
け
て
積
極
的
な

姿
勢
を
見
せ
て
い
ま
す
。

岩
田
レ
ー
ベ
ル
の
新
社
長
に

森
雅
弘
氏
…
㈱
岩
田
レ
ー
ベ
ル

は
１２
月
１４
日
、
取
締
役
会
に
よ

り
、
副
社
長
兼
経
営
企
画
室
長

の
森
雅
弘
氏
が
代
表
取
締
役
社

長
に
就
任
。
そ
れ
に
伴
い
、
岩

田
真
人
前
社
長
は
代
表
取
締
役

会
長
に
就
任
し
た
。

日
印
産
連
が
環
境
優
良
工
場

の
事
例
発
表
会
…
（
一
社
）
日

本
印
刷
産
業
連
合
会
（
金
子
眞

吾
会
長
）
は
１
月
２５
日
㈮
午
後

３
時
か
ら
、
東
京
都
中
央
区
新

富
の
日
本
印
刷
会
館
で
「
第
１７

回
印
刷
産
業
環
境
優
良
工
場

表
彰
受
賞
工
場 
事
例
発
表
会
」

を
開
催
す
る
。
当
日
は
、
経
済

産
業
大
臣
賞
の
池
田
印
刷
㈱

と
、
同
省
商
務
情
報
政
策
局
長

賞
の
ア
イ
ン
ズ
㈱
に
よ
る
事
例

紹
介
を
は
じ
め
、
第
１８
回
表
彰

に
向
け
た
応
募
の
ポ
イ
ン
ト
を

解
説
。
ま
た
「
第
３７
回
Ｇ
Ｐ
工

場
交
流
会
」
と
し
て
、
新
規
Ｇ

Ｐ
工
場
認
定
式
が
催
さ
れ
る
。

（
一
社
）
日
本
印
刷
産
業
連

合
会
（
金
子
眞
吾
会
長
）
は
１

月
１０
日
、
港
区
虎
ノ
門
の
ホ
テ

ル
オ
ー
ク
ラ
東
京
で
「
新
年
交

歓
会
」
を
開
催
。
全
日
本
シ
ー

ル
印
刷
協
同
組
合
連
合
会
（
田

中
祐
会
長
）
な
ど
日
印
産
連
傘

下
１０
団
体
の
会
員
、
賛
助
会
員

ら
６
５
０
人
が
来
場
し
た
。

冒
頭
、
昨
年
の
概
況
に
触
れ

た
金
子
会
長
は
、
情
報
メ
デ
ィ

ア
の
デ
ジ
タ
ル
シ
フ
ト
に
よ
り

印
刷
需
要
の
減
少
傾
向
が
続

き
、
原
材
料
の
値
上
げ
も
重
な

り
「
厳
し
い
経
営
環
境
と
な
っ

た
」と
総
括
。
ま
た
今
年
を「
新

元
号
が
公
布
さ
れ
る
大
き
な
変

化
に
加
え
Ｉ
ｏ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
、
Ｒ

Ｐ
Ａ
な
ど
新
し
い
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
が
大
き

く
動
き
出
し
、
社
会
の
劇
的
な

変
化
が
さ
ら
に
加
速
す
る
」
と

予
測
し
て
「
印
刷
産
業
は
、
新

し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
構
築
に

取
り
組
む
顧
客
に
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
長
年
寄
り
添
っ
て
き

た
。
技
術
に
磨
き
を
か
け
、
新

し
い
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用
し

て
顧
客
を
支
え
る
こ
と
で
、
わ

れ
わ
れ
は
発
展
を
遂
げ
て
い

る
。
顧
客
の
課
題
の
そ
の
先
に

あ
る
社
会
の
課
題
を
先
取
り
し

て
、
よ
き
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

共
に
進
化
し
て
い
く
こ
と
に
産

業
の
未
来
が
あ
る
」と
説
い
た
。

来
賓
を
代
表
し
て
、
経
済
産

業
省
商
務
情
報
政
策
局
Ｉ
Ｔ
戦

略
担
当
の
吉
田
博
史
審
議
官
が

祝
辞
を
述
べ
た
後
、
関
連
団
体

の
代
表
が
法
被
姿
で
登
壇
。
鏡

開
き
の
後
、
プ
リ
プ
レ
ス
＆
デ

ジ
タ
ル
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ
機
材

協
議
会
の
辻
重
紀
会
長
に
よ
る

乾
杯
の
発
声
で
開
宴
し
た
。

和
や
か
な
祝
宴
の
中
締
め
に

は
、
傘
下
１０
団
体
の
会
長
が
壇

上
に
。
代
表
し
て
全
日
本
製
本

工
業
組
合
連
合
会
の
田
中
真
文

会
長
が
「
改
元
に
伴
う
今
上
天

皇
の
退
位
と
新
天
皇
の
即
位
か

ら
、
Ｇ
２０
や
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
の

日
本
開
催
ま
で
、
今
年
は
印
刷

産
業
に
関
連
す
る
イ
ベ
ン
ト
が

目
白
押
し
。
好
機
を
と
ら
え
皆

で
飛
躍
し
た
い
」
と
決
意
を
述

べ
、
３
本
締
め
で
閉
会
し
た
。

東
京
都
ラ
ベ
ル
印
刷
協
同
組

合
（
平
山
良
一
理
事
長
）
と
東

京
都
正
札
シ
ー
ル
印
刷
協
同
組

合
（
田
中
浩
一
理
事
長
）
は
１

月
１０
日
、
台
東
区
上
野
公
園
の

上
野
精
養
軒
で
「
２
０
１
９
年

新
春
賀
詞
交
歓
会
」
を
開
催
。

両
協
組
の
組
合
員
・
会
友
な
ら

び
に
協
賛
会
企
業

な
ど
１
６
０
人
が

出
席
し
た
。

交
歓
会
で
は
冒

頭
、
両
協
組
の
理

事
長
が
登
壇
。
平

山
理
事
長
が
代
表

し
て
あ
い
さ
つ
を

行
い
「
平
成
は
ま

も
な
く
改
元
す
る

が
、
こ
の
３０
年
間

の
前
半
は
、
ま
さ

に
努
力
や
成
功
事
例
を
模
す
る

こ
と
で
乗
り
越
え
ら
れ
た
時
代

だ
っ
た
。
一
方
で
後
半
は
、
多

様
性
を
認
め
る
時
代
へ
と
移
り

変
わ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
っ
て

世
界
の
価
値
観
が
共
有
さ
れ
、

Ｉ
Ｔ
な
ど
の
技
術
活
用
に
よ
る

新
た
な
も
の
づ
く
り
が
次
々
と

生
ま
れ
て
い
る
」
と
平
成
の
時

代
を
振
り
返
っ
た
。

ま
た
、
シ
ー
ル
・
ラ
ベ
ル
業

界
の
今
後
に
向
け
て
「
異
業
種

か
ら
の
参
入
や
デ
ジ
タ
ル
化
と

い
っ
た
新
た
な
波
が
押
し
寄
せ

て
い
る
が
、
個
人
的
に
当
業

界
は
大
い
に
多
様
性
が
あ
る
と

感
じ
る
。
わ
れ
わ
れ
組
合
員
は

決
し
て
大
き
な
法
人
で
は
な
い

が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
社
長
を
は
じ

め
従
業
員
の
個
性
に
よ
っ
て

も
の
づ
く
り
に
励
ん
で
い
る
。

シ
ー
ル
・
ラ
ベ
ル
製
造
に
携
わ

る
企
業
は
千
差
万
別
で
あ
り
、

多
様
化
す
る
社
会
ニ
ー
ズ
に
、

個
性
の
異
な
る
企
業
が
対
応
で

き
る
と
認
識
す
る
。
こ
れ
か
ら

は
各
社
が
個
性
を
磨
き
、
強
み

を
伸
ば
す
時
代
へ
挑
戦
し
て
い

き
た
い
。
互
い
に
オ
ン
リ
ー
ワ

ン
を
目
指
そ
う
」
と
力
強
く
訴

え
た
。

次
に
、
来
賓
に
よ
る
祝
辞
へ

と
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
進
行
。
東
京

シ
ー
ル
印
刷
協
賛
会
の
西
尾
弘

之
会
長
は
、
昨
年
を
振
り
返
る

と
と
も
に
「
今
年
は
、
天
皇
の

生
前
退
位
に
伴
う
５
月
の
新
元

号
ス
タ
ー
ト
、
ま
た
１０
月
の
消

費
増
税
な
ど
、
大
き
な
出
来
事

が
多
数
控
え
て
い
る
。
さ
ら
に

来
年
は
、
東
京
五
輪
の
特
需
な

ど
、
シ
ー
ル
・
ラ
ベ
ル
業
界
に

と
っ
て
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
に
つ
な
げ
る
べ
く
迅
速
か
つ

的
確
な
対
応
が
必
要
に
な
る
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
求
め
ら
れ

る
ニ
ー
ズ
は
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
や
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
潮
流
に
乗
っ
た
環
境

な
ら
び
に
社
会
問
題
へ
の
対
応

型
製
品
・
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ
る
。

ニ
ー
ズ
の
変
化
を
チ
ャ
ン
ス
と

と
ら
え
、
新
た
な
価
値
創
出
を

組
合
員
と
協
賛
会
が
相
互
協
力

の
も
と
で
進
め
、
当
業
界
を
さ

ら
に
発
展
さ
せ
た
い
と
考
え

て
い
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
密
に
し
、
強
い
団
結
力
を

持
っ
て
新
市
場
開
拓
を
強
力
に

推
進
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

引
き
続
き
、
田
中
理
事
長
が

高
ら
か
に
乾
杯
発
声
を
行
い
、

出
席
者
は
新
年
を
祝
う
と
と
も

に
、
シ
ー
ル
・
ラ
ベ
ル
業
界
の

飛
躍
を
誓
い
合
っ
た
。

◇

新
春
賀
詞
交
歓
会
に
先
立

ち
、
正
札
協
組
は
「
２
０
１
９

新
春
講
演
会
」
を
実
施
。
全
日

本
シ
ー
ル
印
刷
協
同
組
合
連
合

会
の
田
中
祐
会
長
が
「
シ
ー
ル

印
刷
と
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
〝
ゆ
で

ガ
エ
ル
に
な
ら
な
い
た
め
に

…
〟」
を
テ
ー
マ
に
講
演
を
行

い
、
組
合
員
や
協
賛
会
な
ど
６０

人
が
参
加
し
た
。

田
中
会
長
は
、
日
本
の
ラ
ベ

ル
市
場
に
関
す
る
ト
レ
ン
ド
と

各
協
組
の
活
動
状
況
を
紹
介
し

つ
つ
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
重
要

性
を
指
摘
。
シ
ー
ル
・
ラ
ベ
ル

印
刷
会
社
に
よ
る
ブ
ラ
ン
ド
確

立
の
重
要
性
と
、
安
売
り
競
争

を
回
避
す
る
理
由
に
関
し
て
、

事
例
を
交
え
つ
つ
解
説
し
た
。

「
中
小
企
業 

新
も
の
づ
く

り
・
新
サ
ー
ビ
ス
展
」（
全
国

中
小
企
業
団
体
中
央
会
主
催
）

が
１２
月
１１
日
か
ら
３
日
間
、
江

東
区
有
明
の
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ

ト
で
開
催
さ
れ
た
。
会
期
中
、

３
万
７
２
６
７
人
の
来
場
者
が

訪
れ
、
シ
ー
ル
・
ラ
ベ
ル
関
連

で
も
独
自
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
を

訴
求
し
て
新
規
ビ
ジ
ネ
ス
の
獲

得
に
臨
む
出
展
者
が
多
く
見
ら

れ
た
。

昨
年
１０
月
１
日
に
岩
橋
印
刷

㈱
か
ら
社
名
を
変
更
し
た
プ
ロ

グ
ラ
フ
㈱
（
新
潟
県
三
条
市
北

入
蔵
、
☎
０
２
５
６
・
３
８
・
５ 

７
３
５
）
は
、
意
匠
性
の
高
い

紙
器
や
ラ
ベ
ル
を
披
露
。
雪
中

貯
蔵
し
た
日
本
酒
の
ラ
ベ
ル
に

は
降
り
積
も
っ
た
雪
を
表
現
す

る
フ
ロ
ッ
キ
ー
加
工
を
施
す
な

ど
、
高
い
デ
ザ
イ
ン
性
が
注
目

さ
れ
た
。
自
社
製
品
の
ブ
ラ
ン

ド
「
ｆ
ｒ
ｅ
ｌ
．」
も
展
開
し

て
い
る
同
社
は
、
付
せ
ん
や

ノ
ー
ト
と
い
っ
た
文
具
に
意
匠

性
・
機
能
性
を
付
加
し
て
〝
紙

と
印
刷
〟
の
魅
力
を
訴
求
し
て

い
る
。

㈲
茂
木
シ
ー
ル
印
刷
（
東
京

都
荒
川
区
東
日
暮
里
、
☎
０ 

３
・
３
８
０
５
・
０
２
０
２
）は
、

イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
タ

（
Ｉ
Ｊ
Ｐ
）
に
よ
る
大
判
シ
ー

ル
な
ど
を
展
示
。
Ｉ
Ｊ
Ｐ
で
出

力
し
た
ネ
イ
ル
シ
ー
ル
も
並

べ
、多
様
な
大
き
さ
の
シ
ー
ル
・

ラ
ベ
ル
を
小
ロ
ッ
ト
か
ら
受
注

で
き
る
と
強
調
し
た
。
担
当
者

は
「
併
催
し
て
い
た
展
示
会
の

関
係
で
、
屋
外
に
置
い
て
あ
る

建
材
へ
貼
る
管
理
用
ラ
ベ
ル
の

問
い
合
わ
せ
も
い
た
だ
い
た
。

提
案
方
法
や
訴
求
先
次
第
で
、

ま
だ
ま
だ
ラ
ベ
ル
を
活
用
で
き

る
市
場
は
残
さ
れ
て
い
る
」
と

さ
ら
な
る
発
展
の
可
能
性
を
示

し
た
。

㈱
日
本
ラ
ベ
ル
（
東
京
都
板

橋
区
東
坂
下
、
☎
０
３
・
３
５ 

５
８
・
８
６
１
１
）
は
、「
Ｆ
Ｓ

Ｃ
認
証
」
に
よ
る
環
境
対
応
や

多
言
語
表
示
と
い
っ
た
ラ
ベ
ル

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
訴
求
。
デ

ザ
イ
ン
の
提
案
や
成
分
表
示
に

関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
、
印

刷
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
Ｐ
Ｒ

を
行
っ
た
。
担
当
者
は
「
最
近

は
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
の
確

保
や
製
品
管
理
を
目
的
に
、
可

変
情
報
ラ
ベ
ル
の
引
き
合
い
が

増
え
て
い
る
」
と
市
況
を
紹
介

し
た
。

㈱
第
一
印
刷
所
（
新
潟
市
中

央
区
和
合
町
、
☎
０
２
５
・
３ 

８
２
・
７
４
０
０
）
は
、
ハ
ガ

キ
な
ど
の
個
人
情
報
を
保
護
す

る
目
隠
し
シ
ー
ル
「
Ｓ
ｈ
ｉ
ｅ

ｌ
ｄ
し
～
る
」
を
展
示
。
実
用

新
案
を
取
得
し
て
い
る
独
自
の

地
紋
に
よ
っ
て
、
隠
ぺ
い
性
を

維
持
し
な
が
ら
も
、
地
紋
の
上

に
印
刷
し
た
文
字
が
視
認
し
や

す
く
な
っ
て
い
る
。
担
当
者
は

「
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
の
印
刷
機

を
導
入
し
、
価
格
を
抑
え
て
Ｓ

ｈ
ｉ
ｅ
ｌ
ｄ
し
～
る
を
量
産
で

き
る
製
造
体
制
を
構
築
し
た
」

と
話
す
。

プ
リ
ン
タ
や
加
工
機
で
も

シ
ー
ル
・
ラ
ベ
ル
関
連
の
出
展

が
目
立
ち
、
㈱
新
盛
イ
ン
ダ
ス

ト
リ
ー
ズ（
東
京
都
北
区
堀
船
、

☎
０
３
・
３
９
１
３
・
０
１
３ 

１
）
は
、
直
接
印
字
を
施
す
卓

上
Ｉ
Ｊ
Ｐ
「
Ｄ
ｉ
ｐ
ｏ
」
シ

リ
ー
ズ
を
紹
介
。
ゴ
ル
フ
ボ
ー

ル
の
曲
面
へ
の
印
字
に
も
対
応

し
た
「
Ｄ
ｉ
ｐ
ｏ
―
２
」
の
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ

た
ほ
か
、
プ
リ
ン
タ
部
分
の
み

を
ユ
ニ
ッ
ト
化
し
た
「
Ｄ
ｉ
ｐ

ｏ
―
Ｕ
」
な
ど
を
紹
介
し
た
。

速
乾
性
の
イ
ン
ク
に
よ
り
、
極

小
ロ
ッ
ト
の
迅
速
な
製
造
を
可

能
に
す
る
同
シ
リ
ー
ズ
に
つ
い

て
「
ラ
ベ
ル
と
Ｄ
ｉ
ｐ
ｏ
は
補

完
関
係
に
あ
り
、
適
切
な
表
示

方
法
を
使
い
分
け
る
こ
と
で
、

市
場
の
裾
野
を
よ
り
広
げ
る
お

手
伝
い
が
で
き
る
の
で
は
」（
担

当
者
）
と
分
析
し
て
い
る
。

ラ
ベ
ル
印
刷
会
社
に
向
け
た

ポ
ッ
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
提

案
し
た
の
は
、
㈱
プ
ロ
モ
（
東

京
都
港
区
西
新
橋
、
☎
０
３
・ 

５
４
０
８
・
０
６
３
３
）。
シ
ー

ル
・
ラ
ベ
ル
へ
ポ
ッ
テ
ィ
ン
グ

を
行
う
加
工
機
「
Ｐ
Ｒ
Ｏ
１
―

４
０
２
０
」を
紹
介
し
、小
ロ
ッ

ト
か
ら
ア
イ
キ
ャ
ッ
チ
性
な
ど

を
高
め
ら
れ
る
付
加
価
値
を
Ｐ

Ｒ
し
た
。

組合員や協賛会企業など 160人が参加。新年を祝った

課
題「
先
取
り
し
て
共
に
」

新
年
会
に
傘
下
１０
団
体
参
　
　
集

日印産連

金子眞吾会長

賀
詞
交
歓
会
に
160
人
出
席

「
個
性
を
磨
く
時
代
」
強
調

東京2協組

西尾弘之協賛会会長

ピ
エ
ゾ
ヘ
ッ
ド
メ
ー
カ
ー
の
特
色
解
説

▽
筆
者
紹
介
…
大
野
彰
得
（
大
野
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
代
表
）。
コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
㈱

の
産
業
用
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
事
業
の
事
業
部
長
、
執

行
役
を
歴
任
。
退
社
後
、
現
在
は
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト

の
普
及
を
促
す
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（https://ohno-

inkjet.com

）
を
運
営
し
て
い
る
。

第
３
回
「
主
要
メ
ー
カ
ー
と
特
徴
」

大野 彰得

業
界
短
信

全日本製本工業組合連合会の田中真文会長が中締め

中
小
企
業 

新
も
の
づ
く
り・
新
サ
ー
ビ
ス
展

▼
独
自
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
武
器
に
新
規
ビ
ジ
ネ
ス
獲
得
へ

ラベルの付加価値向上
「IJP」「ポッティング」な　　ど

プ
ロ
グ
ラ
フ（
上
）や
茂
木
シ
ー
ル（
中
）ら
が
ラ
ベ
ル
を

披
露
。
卓
上
Ｉ
Ｊ
プ
リ
ン
タ「
Ｄ
ｉ
ｐ
ｏ
」シ
リ
ー
ズ
も

ハガキなどの個人情報を保護する「Shield し～る」

ピエゾヘッドの主なメーカー
【XAAR】シェアモード・シェアドウォール方式の元祖
【コニカミノルタ、SII、東芝テック】XAARのライセンシー 3社
【富士フイルム（FUJIFILM DIMATIX）】工業指向のステンレス
ノズルヘッドと超高精細MEMSヘッドの2系統

【京セラ】高精細多ノズルの元祖。連帳機とテキスタイル分野
に大きな実績

【リコー】旧日立工機から受け継いだものと自社開発の2系統

ラ
ベ
ル
協
組
の
平
山
良
一
理
事
長
（
左
）

と
正
札
協
組
の
田
中
浩
一
理
事
長
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